
　31カ国1100社が出展し、約100万
点の宝飾品が出品された（主催者発
表）、宝飾業界最大のイベント「第29回 
国際宝飾展 IJT2018」（同時開催：第
6回 ガールズジュエリー東京）が、1月
24日～27日の4日間、東京ビッグサイト
で開催され、特に海外バイヤーが熱心
にブースを回る姿が多く見られた。主
催はリードエグジビションジャパンと日
本ジュエリー協会（国際宝飾展のみ）。
　初日、9時30分からのオープニングで
は、リード社社長の石積忠夫氏が「IJT
が世界有数の宝飾展に成長したのは、
皆様のご協力によるものと感謝してい
る。今年は、例年以上に盛り上がること
が確実なのは、世界の高級ジュエリー
が出展するラグジュアリーゾーンが新
設され、更にパールゾーンが拡大し、展
示会の魅力が大幅に増加したから。ま
た、世界50カ国から3万人のバイヤー
が来場する見込みとなっている」と会場
を沸かせた後、もうひとつの理由として
「毎年、海外からの来場者が増えている
が、今年は過去最高の2500名の海外
バイヤーが来場する予定となっている。
その内、リード社が1100名を招待、積
極的な買い付けを行う」と説明し、「今
後も展示会を充実させ、宝飾業界に少
しでも貢献していきたい」と挨拶した。
　続いて、日本ジュエリー協会会長の

中川千秋氏は「これほど
盛大に開幕できることを、
共同主催者として嬉しく
思う。IJTは、日本の出展
者にとっては日本にいな

がら海外と取引ができる絶好の機会。
一方、来場者にとっては31カ国の出展
社から、その場で買い付けができる日本
最大の仕入れの場となっている。JJAは
リード社と一緒にIJTを発展させ、世界
のジュエリー産業における日本の地位
向上に努めていく」ことを掲げた。
　その後、国内団体はじめ、海外団体
（イタリア、トルコ、インドネシア、リトアニ
ア、ポルトガル、タイ、香港、中国）、国内
外の有力宝飾店など50名による大
テープカットで開幕すると同時に、目当
てのブースに駆け込み、仕入れを始め
る姿が昨年以上に見られ、幸先の良い
スタートを切った。
　4日間を通し、昨年以上の人出だと
感じていたところ、主催者発表による
と、今年の来場者数は2万6181人（初
日9097人、2日目7221人、3日目4653
人、4日目5210人）となり、前年比
101％、402人の増加となった。
　昨年は、中国の旧正月と重ならない
ようにと例年の水曜日～土曜日の日程
を月曜日～水曜日へ変更していた為、
海外バイヤーが減ったとの声が多かっ
たが、今年は例年の水曜日～土曜日に
戻し、402人増となった結果をどう捉
え、次に繋げるかが重要となってくるこ
とだろう。
　矢野経済研究所による市場規模予

測では、今後微
増が続くとされ
ているが、業者
のほとんどは減
少傾向と捉えて
おり、その中で

来場者数が増加に転じたことをポ
ジティブに捉えることが必要ではな
いだろうか。そして、その来場者増減
の分析を自社だけで行うのか、また
は全体で行っていくのかを主催者
に働きかけるのも選択肢のひとつ。
年頭所感においては多くの団体が
変革の年と捉え新しい何かを求め
ており、業界をリードする業界主催
の最大のイベントとして、発信してい
くべきことは沢山あると考えられる。
　新設された「ラグジュアリーゾー
ン」もそのひとつで、本来あるべき宝
飾展の姿を表すとの意見がこれま
でに多かっただけに、期待は大き
かったはずだが、これまでIJTあるい
は業界を支えてきた大手の出展が
少なかったことは残念としか言えな
い。しかし、東京貴宝からは、2.0カ
ラット、3EX、Dカラー、フローレンス
のダイヤモンド（ルース）の販売に繋
がったとの嬉しいニュースも聞け、諦め
ずに展示会の在り方を模索し続けるこ
とも、宝飾産業あるいは国内小売店の
活性化の原動力にもなり得る。
　また、主催者による海外バイヤー招

致力を評価した出展者、海外バイヤー
は少なかったと感じた出展者、極めて
国内バイヤーが減ったと捉えた出展者
と、近年は意見も様々。ターゲットをそ
れぞれ絞っている傾向も強く、一概に

評価できなくなってきており、来場者も
また変化してきていると言えそうだ。更
に心配されるのは、IJTに来なくなった
小売店ではなく、去年まで来ていた小
売店が来なくても良いと考えだした時
である。IJTに来場するべき情報やメ
リットなどを展示会として作り上げてい
くことも重要だ。
　また、新規来場者などは、高額品を
即決するほどの知識がないなど、宝飾
品の魅力を理解していないこともあり
得る。そのような人々を育てるのも産業
としては必要なことであり、日本のジュ
エリー産業を世界へ発信していくこと
を掲げているのならば、日本のジュエ
リー文化を確立していくことが必要で
はないだろうか。
　今年の国際宝飾展は、5月16日～
18日の神戸国際宝飾展（IJK）、10月
24日～26日の国際宝飾展秋（秋の
IJT＝パシフィコ横浜）と続き、2019年

海外バイヤーが増えるも、国内に心配の声

のIJTは、1月23
日（水）～26日
（土）に開催され
る。

前年比101％の2万6181人が来場したIJT2018
日本のジュエリー文化の確立を

国内外の宝飾業界トップ50名による大テープカットで開幕

4日間通し賑わったA会場

海外バイヤーの多かったB会場
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米
朝
の
緊
張
は
、こ
の
と
こ
ろ
韓
国
と
北
朝
鮮
に
よ
る
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参

加
問
題
で
、一
時
的
に
緩
和
の
兆
し
が
見
え
て
お
り
、二
月
危
機
説
が
一
時
的
に
遠

の
い
た
感
じ
だ
。

　

世
界
の
終
末
時
計
の
針
は
、人
類
滅
亡
ま
で
、二
分
の
所
ま
で
進
ん
で
い
る
が
、

今
回
の
結
果
が
良
い
方
向
の
も
の
に
な
る
事
を
願
う
も
の
だ
。

　

北
朝
鮮
は
、米
本
土
へ
原
爆
ミ
サ
イ
ル
の
攻
撃
体
制
を
確
立
で
き
る
ま
で
、核
兵
器

開
発
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。一
方
、米
国
は
、北
朝
鮮
の
核
武
装
は
、

絶
対
に
認
め
る
気
は
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
で
は
、第
二
次
世
界
大
戦
当
時
、日

本
が
お
か
れ
た
国
際
的
に
孤
立
し
た
立
場
と
同
じ
状
態
に
な
る
。こ
う
し
た
中
で
、無

謀
な
戦
争
に
突
き
進
ん
で
し
ま
っ
た
が
、如
何
に
回
避
す
る
か
が
大
き
な
課
題
だ
。こ

の
点
、北
朝
鮮
の
金
主
席
は
、ま
と
も
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
思
う
が
、ど
う
か
？

　

さ
て
、今
年
も
Ｉ
Ｊ
Ｔ
が
開
か
れ
た
。　

　

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
も
増
え
て
き
た
。今
ま
で
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
に
オ
ン
す
る
形
で
、マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
、再
度
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
つ
い
て
興
味
関
心
が
拡
大
し
、購
入
選

択
の
幅
が
広
が
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。今
回
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
を
見
る
と
、オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
の
あ
る
も
の
が
増
え
て
き
た
。も
ち
ろ
ん
デ
ザ
イ
ン
的
に
は
、い
ま
ひ
と
つ
だ

が
、工
夫
し
て
、新
た
な
市
場
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。　

　

装
飾
性
が
命
だ
が
、こ
の
点
は
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
、既
存
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
流

れ
を
ひ
と
ま
ず
忘
れ
る
こ
と
が
必
要
の
よ
う
だ
。

　

や
は
り
、素
材
価
値
よ
り
も
、装
飾
価
値
で
勝
負
す
る
こ
と
が
必
要
で
、素
材
の

何
を
生
か
す
か
で
デ
ザ
イ
ン
や
表
現
が
異
な
っ
て
く
る
。　

　

宝
石
の
美
し
さ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
色
彩
は
、半
貴
石
の
方
が
貴
石
よ
り
も

き
れ
い
な
も
の
が
多
い
。　

　

例
え
ば
、ガ
ー
ネ
ッ
ト
、ア
メ
ジ
ス
ト
、ペ
リ
ド
ッ
ト
、タ
ー
コ
イ
ズ
、ク
オ
ー
ツ
な

ど
。い
ず
れ
も
色
彩
は
美
し
い
。ま
た
貴
石
に
比
べ
て
、半
貴
石
は
安
価
な
の
で
、

サ
イ
ズ
の
大
き
な
も
の
を
利
用
出
来
る
の
は
、有
利
な
点
で
あ
る
。宝
石
・
貴
金

属
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
を
区
分
す
る
一つ
の
基
準
は
、

モ
ノ
的
価
値
の
違
い
だ
と
思
う
。こ
の
差
は
価
格
に
直
接
的
に
表
現
さ
れ
る
。

　

以
前
か
ら
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、ジ
ュ
エ
リ
ー
は
非
日
常
的
な
も
の
で
あ
る

が
、か
っ
て
バ
ブ
ル
期
に
お
い
て
、そ
う
で
な
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、基
本
的
に
は

ジ
ュ
エ
リ
ー
、中
で
も
高
額
な
も
の
は
、非
日
常
的
な
も
の
だ
。値
段
の
高
さ
ゆ

え
に
、一
般
性
が
な
く
、特
別
な
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
。こ
れ
を
ア
ク
セ

サ
リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
普
及
を
通
じ
て
、普
段
着
の
レ
ベ
ル
に
す
べ
き
な
の
だ
。

　

諏
訪
貿
易
会
長
の
諏
訪
恭
一
氏
は
、以
前
か
ら
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
使
用
さ
れ
る

宝
石
の
グ
レ
イ
ド
に
つ
い
て
、ジ
ェ
ム
・
ク
オ
リ
テ
ィ
と
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ク
オ
リ

テ
ィ
が
あ
る
と
し
、い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
は
ジ
ェ
ム・
ク
オ
リ
テ
ィ
の
も
の
し

か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
の
が
ま
と
も
だ
と
す
る
。

　

彼
が
言
う
こ
の
基
準
は
、正
し
い
し
、こ
れ
か
ら
の
宝
飾
品
の
拡
大
普
及
に
こ

の
考
え
の
着
実
、か
つ
正
し
い
普
及
が
不
可
欠
の
よ
う
だ
。

　

ま
た
石
の
グ
レ
イ
ド
で
い
わ
ゆ
る
使
用
石
の
品
質
を
上
げ
て
、プ
レ
ミ
ア
ム・

ク
オ
リ
テ
ィ
と
し
て
、展
開
す
る
こ
と
も
で
き
る
。要
は
、ユ
ー
ザ
ー
の
気
の
向

く
ま
ま
に
、ジ
ュ
エ
リ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
重
要
な
製
品
特
性
の
一つ
に
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
が
あ
る
。い

わ
ば
、そ
れ
を
持
つ
人
、独
自
の
も
の
だ
。つ
ま
り
、あ
な
た
だ
け
の
も
の
。例
え

ば
、ク
リ
ス
マ
ス
や
誕
生
日
に
贈
ら
れ
た
記
念
品
と
い
っ
た
よ
う
な
、い
わ
れ
因

縁
が
重
要
で
あ
る
。あ
な
た
に
と
っ
て
特
別
な
も
の
、と
い
う
付
加
価
値
を
ど
う

つ
け
る
か
が
、売
り
手
の
腕
の
見
せ
所
だ
ろ
う
。
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